
イ 体力向上に向けた体育授業の充実

１ 学校の実態に即した「体育科年間指導計画」の作成と見直し

①児童生徒の実態を把握する
・「全国体力・運動能力、運動習慣等調査」および「奈良県児童生徒の体力テスト等
調査」 結果の分析と活用。

・体力向上推進プラニングシートを作成し、自校の実態を把握する。（次項参照）
②児童生徒の実態に即した体育科年間指導計画の作成
・学習指導要領解説に示された各学年・各領域の指導内容を理解する。
・学年間の指導内容の系統性や、学校の体育的行事および他教科との関連性を踏まえ
たカリキュラムマネジメントを行う。

③次年度に向けた体育科年間指導計画の見直し
・各学年の履修状況を学期毎に確認し、領域による時数の極端な偏りや未履修を防ぐ。
・前年度踏襲ありきではなく、年度末には当該年度の指導計画を精査し、必要に応じ
修正し見直す。

２ 体育授業の工夫改善

①学習目標の設定
・児童生徒に身に付けさせたい力、指導者のねらいを明確にし、学習指導要領に準拠
した学習目標を設定する。

・児童生徒のレディネスを把握し、学習目標達成に向けた単元計画および、評価規準
を立案する。

②指導と評価の一体化
・指導計画に沿った授業を展開するとともに、授業ごとに児童生徒の変容を見取り、
新たな課題提示や指導の修正を行う。

・毎時間の学習評価を次の支援に積極的に生かし、個に応じた授業の工夫改善を行う。

□年間指導計画に即した単元計画ですか？

□学習目標やねらい、活動のめあて、評価規準は明確ですか？

□十分な教材研究を基に、児童生徒の実態に応じた指導の工夫改善を毎時間行ってい

ますか？

□運動量、学習従事量は十分ですか？

□学習カードを効果的に活用するなど、めあての確認と学習のふりかえり活動を、毎

時間行っていますか。

□「主体的・対話的」の本質から外れた、児童や生徒任せの活動となっていませんか？

□全ての児童生徒が意欲的に取り組み、変容を実感できる体育学習となっていますか？

□学校として安易な合同体育を行っていませんか？

体育授業工夫改善の

チェックポイント

この資料は、「令和２年度学校体育必携」の２２ページに掲載しているものです。

「令和２年度学校体育必携」には、体育科教育、健康・安全教育に関する課題等、

学校体育に関する資料を数多く掲載しています。

この機会にぜひご一読ください。



【感覚つくりの運動例】

主運動につながる動きを

単元を通して行う。


